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令 和 ６ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立和光高等学校 ） 

 

目 指 す 学 校 像 創造する力を伸ばし、協働する元気な集団を育てる学校      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話会を開

催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。 

 

       

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

 １ 意欲を育て、ひとりひとりの力をしっかりと伸ばす学習指導 

 ２ ルールと時間を守り、思いやる心と社会性を養う生活指導 

 ３ 自分自身を正しく理解させ、自尊・自信を築く進路指導 

 ４ 協力と汗を流すことを尊ぶ、活気ある学校行事と部活動の充実及び地域への貢献 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)  
出席者 学校関係者     ６名（紙上参加含む） 

生徒        ３名 

事務局（教職員）  ７名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)  

 Ｄ 不十分(４割未満)  

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

        

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ １ 月 ３ １ 日  現 在 ）  実施日 令和７年２月１４日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

・２年間の少人数学級編制に魅力を感じ、高校での学びなおしを

目的に入学する生徒が多い。 

・生徒全員が一人一台 iPad を所有しており、授業だけでなく学

校生活の様々な場面で活用している。 

・新教育課程、観点別評価が全学年で実施されている。 

【課題】 

・入学段階から基礎学力の定着に課題を抱える生徒が一定数お

り、学習への取組み方について丁寧なサポートが必要である。 

・統合による生徒の学習環境への影響を最小限にする工夫を考え

ていく必要がある。 

・授業力向上のための取組（特に ICT 活用や一人一台 iPad を所

有していることを生かしたさらなる活用の模索等）をさらに進

めていく必要がある。 

さらなる授業力向

上の推進 

①教員相互の授業見学 

②ICT を積極的に活用した授業実

践 

③授業評価アンケート、授業参観

でのアンケート実施 

④外部講師を招いた研究授業の実

施 

①②教員間の授業見

学参加者数 

②職員研修、研究協

議への参加者数 

③授業評価アンケー

ト等の結果 

④研究授業の実施回

数 

①授業見学月間（6 月、11 月）では延べ 41 名の教員が授業見学した（

昨年度延べ 30 名）。意見を交換することで授業改善につなげた。 

②授業評価アンケートの結果から、教科により ICT の活用状況に差があ

ることが分かり、昨年度から大きく活用度の変化は見られなかった。 

③授業評価アンケート「興味を持ち積極的に取り組んでいるか」の項目

にて、ほとんどの教科で 90％以上の肯定的評価を得た。 

④外部講師（県指導主事）を招いた研究授業を地歴公民・体育で実施

し、授業後の研究協議を実施する等、授業力向上に取り組んだ。 

Ｂ 

・授業評価アンケートの評価はどの項目においても概ね 90%

以上の肯定的評価を得ている。このことは肯定的に受け止

めつつも、成績不振者が減少傾向にないことは次年度の課

題としたい。策として、丁寧な支援を要する生徒の割合が

増加していることから、様々な人的資源（巡回支援員、SC

等）との連携のあり方を探ること、さらなる授業力向上に

向け授業改善に継続的に取り組むこと、観点別評価の研究

を続け、本校生徒の実態に即した評価体制を構築できるよ

う改善をすすめることなどを具体的に運用したい。 

・昨年度より、統合に伴う学級数や教員数の減少を踏まえた

行事予定の積極的見直しを行っている。生徒数・教員数に

応じた教育活動・行事の見直しを大胆に行うなど、引き続

き学校規模に適したものを作成する必要がある。 

 

・数学や英語での少人数学級展開など、

きめ細かな学習指導を進めているのは

よい。 

・ICT の活用により、登下校中でもスマ

ホでロイロノートなどの課題やノート

が確認できるのがいい。 

・タブレットの利用により、ノートを何

冊も持たずに 1 台ですむので、管理し

やすくてよい。 生徒の実態に即し

た学習支援の推進 

①２年間の少人数学級編制の継続 

②考査前補習などの実施 

③ICT の学習活動への活用 

③一人一台 iPad の効果的な活用 

①学校評価アンケー

トの結果 

②成績優良者数、不

振者数の変化 

③教員間での ICT の

活用例の共有 

①少人数学級編制への評価は、昨年度と同様高い（肯定的回答：保護

者・生徒ともに 92%）。 

②成績優良者・成績不振者数は、昨年度比 5%の差で横ばいとなってい

る。個に応じた指導・個別最適な学びの推進が求められる。 

③授業見学月間・研究授業等を踏まえて、職員室内等で活発に意見交換

が行われている。 

Ａ 

２ 

【現状】 

・学校生活・通学におけるルール・マナーの遵守に課題がある。

特に、頭髪・服装を自ら正そうとする意識が依然として低い。 

・年間遅刻者数がのべ 1500 人と、依然高い水準である。 

・登下校時の交通事故件数が、高い水準である。 

・場に応じた行動ができず、問題行動も発生している。 

・人間関係の形成や家庭環境などに多様な課題を抱えている生徒

が増加している。 

【課題】 

・規範意識の醸成および基本的生活習慣の定着が求められる。 

・外部機関や家庭と連携した組織的な教育相談体制を確立させ

る。 

規範意識の醸成お

よび基本的生活習

慣の定着 

①生徒の時間管理意識向上させる

取り組みの充実（5 分前行動、

チャイム着席の徹底、遅刻指導

等）                                   

②全校統一基準による各種指導の

充実（頭髪服装指導、登下校指

導等） 

③LHR や特別活動を生かしたソー

シャルスキルの育成 

                                 

①③全体遅刻数・欠

席数の減少 

②③整容違反者の数

の減少 

②交通事故件数の減

少 

③行事事後アンケー

トの満足度の上昇 

①③遅刻者数、欠席数ともに昨年度よりも増加している。（12 月末で

1387 件）欠席者は長欠生徒（年間 30 日以上）が多くなっている。遅

刻者については特定の生徒や朝の SHR 遅刻の割合が多かった。移動教

室も含めチャイム着席は比較的できている。 

②③整容チケット発行数（12 月末で 73 枚）は減少しているが、整容チ

ケットを利用しない形での指導は多くあった。 

②入院などの大事故にはならなかったが、登下校時の交通事故は増加し

た。年間を通して登校時の交通安全指導を行った。 

③学校評価アンケート項目「行事の活発さ」の肯定的評価について割合

がやや減少したものの高い割合を維持している。（生徒 89％(昨年度

比 5 ㌽減)、保護者 86％(昨年度比 5 ㌽減)） 

Ｂ 

・来年度は 3 学年のみになるので、より進路を意識した身な

りを心がけさせなければならない。決まり自体に変更はな

いものの、「決まりだから守る」、「チケットをもらうか

ら守る」という考えから、進路実現という前向きな意識に

変えていく必要がある。遅刻指導にも同様のことが言える

が、基本的生活習慣の改善に関しては家庭の協力が不可欠

であり、一層連携を深めたい。 

・定期的に校内巡回をするなどし、校内で問題行動を起こさ

せない雰囲気を作っていくことが必要である。 

・来年度は未使用の教室が増えるなど教員の目が届きにくい

箇所が増えるので、学校生活の中での何かしらの安全対策

を考えなければならない。 

 

・整容チケット等を使った取組はよい。

改善策にもあるように、生徒がより前

向きな意識になるとより望ましい。 

・授業時のルール等について生徒と対話

しながら整理するなど、学校全体での

取組がみられてよい。 

・欠席連絡システムの導入や、欠席生徒

への学校からの連絡など、生徒の状況

を丁寧に把握している。引き続き生徒

の様子をきめ細かく見ていただきた

い。 

組織的な教育相談

体制の確立 

①SC・SSW・学校相談員・特別支援

学校のコーディネーターと連携

した、情報共有や問題解決 

①各委員会の年間開

催回数の増加 

①部会、いじめ防止委員会を定例に加え、必要に応じ適宜開催し、生徒

の細かな様子等を共有した。（12 月末時点までの延べ利用者数：SC7

名、SSW5 名、相談員 101 名） 
Ａ 

 

３ 

【現状】 

・体系的な進路指導を計画・実施しているが、生徒の進路希望が

多岐にわたり、実態も多様である。就職と進学は概ね半々であ

るが、進路方針がなかなか定まらない生徒も一定数いる。 

・生徒の多くは進路活動には意欲的であるが、自らの適性に合っ

た進路選択について決められず、スタートが遅れてしまう生徒

がいる。  

 

【課題】 

・早い段階から具体的な進路目標を見据えさせるための段階的な

キャリア教育の充実が必要であり、特に「職業観」についての

理解を深められるような内容をガイダンス等に取り入れていく

必要がある。 

・就職希望者において、内定を得る時期が１月以降となる生徒が

一定数いる。早期に内定を得られるよう指導していく必要があ

る。 

・経済的な理由から、年度途中に進学から就職へ変更となる生徒

が若干名出ている。奨学金の仕組みから資金計画まで、生徒・

保護者双方への情報提供を丁寧に行なう必要がある。 

進路の選択肢の把

握と進路意識の醸

成 

①「高校生のための学びの基礎診

断」の実施と活用 

②進路面談の積極的な実施 

③進路ガイダンスの実施による職

業観の育成 

①②③授業など学校

生活に取り組む姿

勢の変化 

②③学校評価アンケ

ート（進路）での

満足度 

②③進路希望調査で

の未定の減少 

①基礎力診断テストを実施し、各学年で学力の現状を把握するととも

に、進路情報企業との情報共有を行い、そこで得た情報を面談に生か

すなど、生徒の状況に応じた進路指導に結び付けた。 

②③学校評価アンケートから、保護者・生徒ともに進路指導に対して

は、約９０％の肯定的な評価を得ることができた。3 学年 4 月当初の

進路希望調査では、「未定」者の数は少なかったが、進学から就職へ

移る生徒が若干名出た。 

Ａ 

・生徒本人の希望と保護者の希望が、後になって齟齬をきた

す状況を生まないため、進学の費用面等、早期の情報提供

を粘り強く行っていく必要がある。生徒個々のケースに合

った丁寧な対応をしていきたい。 

・欠席数の多さが進路活動不調の原因となるケースが見受け

られた。基本的な生活習慣の先に自らの進路が開けるとい

うことを今一度確認、指導していく必要がある。 

・進学、就職問わず、早期の「比較検討」を行い、自らのキ

ャリア考察を深められるような進路ガイダンスを行なって

いく必要がある。タブレットを有効に活用しながら、学校

研究や企業研究を進められるよう運用していく。 

・統合に係る業務見直しを引き続き進めていく。生徒の進路

活動に支障をきたさないよう、進路指導部の職務内容をさ

らに精査していく必要がある。 

・求人票のみならず、指定校推薦に関する資料のデジタル化

についても進めていきたい。 

 

 

・就職内定率が非常に高く、生徒が進路

実現に向けて一生懸命取り組んでいる

とともに、先生方の進路指導が充実し

ていてよい。 

・進路分野別見学会などで実際の学校に

行くことで、普段なかなか見れないと

ころまで見学ができ、こうした行事は

進路実現に向けてとてもためになる。 

・授業で資格取得に向けた取組を行って

いるのは、将来につながってくるので

よい。 

早い段階での希望

進路決定者の増加 

①段階的な進路計画の策定と、各

学年での進路行事の実施                                

②夏の進路特別指導等における組

織的・体系的な指導の実施。                                                                  

③資格取得の奨励 

④オンライン上での学校情報収

集、求人票検索等に関する指導

の充実 

①②進路決定結果の

内容 

①②卒業時の進路未

定者の減少 

③資格試験の受験者

数の増加 

 

①②現在、３年生の約 80％の進路が決定している。学校求人を使った

就職希望者の内定率は約 93％で、例年よりも上がった。しかし未内

定者も一定数出ているため、引き続き 1 月末時点での未内定者数を減

らすことが課題である。 

②夏休みの進路特別指導は、日程短縮の中でも教員による面接練習や 

ＷＥＢ履歴書作成指導など、効果的な運営ができた。指定校推薦希望

者に対する面接指導も進路部として組織的に実施できた。また、今年

度は１人１台タブレットの利点を活かし、従来よりも効果的かつ効率

的な進路指導が実施できた。 

③資格試験結果（級数等は省略） 

 情報処理検定：受験 33 名（合格 18 名）、ビジネス文書実務検定：受

験 100 名（合格 52 名）、実用英語検定：受験 2 名（合格 1 名） 

Ｂ 

４ 

【現状】 

・学校行事や部活動について、2 学年体制でも前年度と変わらな

い充実度を生徒が感じられる工夫を考えていく必要がある。 

・地域連携やボランティア活動は総合的な人間性やコミュニケー

ション能力も身につく機会であり、引き続き大切にしたい。 

【課題】 

・部活動と行事の活性化により、生徒自身の総合的な人間力の育

成が必要である。 

・地域との連携により、開かれた学校づくりを推進させていく。 

・活動を地域に発信する手法等を工夫していく。 

部活動の活性化 ①部活動への参加を奨励し、条件

整備のための部活動関係費の充

実 

②他校との合同チームや交流によ

る活動内容の充実 

①②部活動費執行率

の上昇 

②部活動顧問会議の

活性化 

①②部活動活動費執行率は上昇の見通し。 

②部活動の予算編成に関して、部活動顧問会議を定期的に開催し慎重に

予算配分を行うことで部活動の活性化に繋げた。 

②サッカー部や野球部などで他校との合同チームでの練習や試合出場を

行い、充実した活動を実施できた。 

Ａ 

・来年度の生徒数減少に向けて、行事の活性化により力を入

れていく必要がある。在校生徒の行事参加はもちろん、教

員の協力や卒業生への呼びかけを行い、生徒の意見を交え

ながら行事を実施していく。 

・学校内だけでなく同世代生徒とのつながりを持つために、

和光国際高校や和光特別支援学校と交流を続け、地域との

連携を強化していく。 

 

・来年度の文化祭についてもこれまで同

様準備していきたいとのことで、ぜひ

充実した行事となるよう願っている。 

・地域のボランティア活動への参加な

ど、地元とのつながりを深めているこ

とは非常によいことであり、今後も継

続してほしい。 

・和光高校のいいところを新校につなげ

たい。また、学校最後の学年となるの

で、生徒の意見を取り入れながら悔い

のないよう頑張りたい。 

学校内外の諸行事

の活性化および地

域との連携強化 

①生徒会本部や各種委員会が主体

となり、地域と連携した魅力あ

る特別活動の企画運営 

②地域での催し物への積極的参加 

①行事事後アンケー

トの満足度の上昇 

②連携・協力した外

部機関の数の増加 

①学校評価アンケート項目「行事の活発さ」の肯定的評価について割合

がやや減少したものの高い割合を維持している。（生徒 89％(昨年度

比 5 ㌽減)、保護者 86％(昨年度比 5 ㌽減)） 

②生徒会を中心に、和光市鍋イベント、ロードレース大会のボランティ

ア活動に参加した。また、福祉施設への寄付活動を実施した。加え

て、学校統合に向けて和光国際高校生徒会との交流会を実施した。 

Ａ 


